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結
核
を
患
う
高
田
は
し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
一
年
八
ヵ
月

が
過
ぎ
た
二
十
五
年
七
月
に
喀
血
、
四
ヵ
月
間
コ
ラ
ム
を
休
載

す
る
。
十
一
月
、
再
び
ペ
ン
を
と
っ
た
も
の
の
、
翌
十
二
月
か

ら
二
十
六
年
二
月
に
か
け
ま
た
し
て
も
休
載
。〝
再
々
ス
タ
ー

ト
〞
も
約
ひ
と
月
で
大
喀
血
に
見
舞
わ
れ
て
打
ち
切
ら
れ
、
そ

の
ま
ま
十
一
ヵ
月
後
の
二
十
七
年
二
月
、
高
田
は
息
を
引
き
取

っ
た
の
だ
っ
た
。

吉
田
茂
の
白
足
袋
と
ゾ
ー
リ

占
領
期
後
半
の
足
か
け
四
年
間
、
実
際
に
は
断
続
的
に
二
十

ヵ
月
分
の
『
東
日
』
に
「
ブ
ラ
リ
ひ
ょ
う
た
ん
」
は
掲
載
さ
れ
、

そ
の
回
数
は
計
五
二
八
回
に
及
ん
だ
。

連
載
が
開
始
さ
れ
た
の
は
そ
の
ふ
た
月
前
、「
昭
電
疑
獄
」

（
復
興
金
融
金
庫
の
融
資
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
事
件
）
に
よ
り
芦
田
均
内

閣
が
倒
れ
、
野
党
・
民
主
自
由
党
総
裁
の
吉
田
茂
が
こ
れ
に
代

わ
る
第
二
次
吉
田
内
閣
を
立
ち
上
げ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た

（
第
一
次
吉
田
内
閣
は
二
十
一
年
五
月
、
旧
憲
法
下
に
つ
く
ら
れ
た
最
後
の

内
閣
で
、
翌
年
五
月
ま
で
続
い
た
）。
し
か
し
芦
田
内
閣
で
与
党
だ

っ
た
勢
力
が
吉
田
の
不
信
任
案
を
可
決
、
高
田
の
コ
ラ
ム
が
始

ま
っ
た
六
日
後
に
は
、
こ
れ
を
受
け
吉
田
が
衆
議
院
を
解
散
す

コ
ラ
ム
と
し
て
、
同
時
代
の
多
く
の
文
化
人
が
そ
の
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
を
称
え
た
。

『
高
田
保
伝
』
の
著
者
・
榊
原
勝
は
「
死
ん
で
か
ら
人
気
が
出

た
の
は
、
石
川
啄
木
と
高
田
保
だ
と
い
わ
れ
る
」
と
書
き
、

「
戦
前
彼
の
著
書
は
売
れ
な
い
の
で
有
名
だ
っ
た
が
、
戦
後

『
ブ
ラ
リ
ひ
ょ
う
た
ん
』
で
一
躍
人
気
者
に
な
っ
た
」「
敗
戦
日

本
人
の
心
の
焼
け
野
原
に
お
い
て
、
早
春
の
ツ
ク
シ
の
よ
う
に
、

か
れ
独
特
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
芽
を
吹
い
た
の
で
あ
る
」
と

い
う
大
宅
壮
一
の
言
葉
を
紹
介
し
た
。

　
新
聞
連
載
で
世
評
の
高
か
っ
た
こ
の
随
筆
は
当
時
単
行

本
と
し
て
も
愛
読
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
死
後
四
半
世
紀
を

超
え
る
休
眠
の
あ
と
昭
和
五
十
三
年
四
月
に
再
刊
行
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
再
刊
さ
れ
る
や
、
テ
レ
ビ
新
聞
の
好
評
を

え
て
、
た
ち
ま
ち
重
版
を
き
た
し
、
逸
品
と
い
う
名
の
い

つ
わ
り
で
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
書
き
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
七
日
に
始
ま
っ
た
高
田
の
コ
ラ
ム

に
は
、
当
初
「
あ
と
さ
き
雑
話
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
い
て

い
た
が
、
翌
月
の
元
日
号
か
ら
「
ブ
ラ
リ
ひ
ょ
う
た
ん
」
と
改

題
し
た
。

刊
が
有
利
だ
っ
た
た
め
だ
。

し
か
し
戦
後
の
混
乱
期
、
事
態
は
二
転
三
転
し
た
。
翌
年
に

は
『
毎
日
』
本
体
が
夕
刊
も
刷
り
始
め
、
競
合
す
る
夕
刊
紙

『
東
日
』
は
娯
楽
読
み
物
に
特
化
し
た
媒
体
に
性
格
を
変
え
た
。

そ
し
て
六
年
後
、
同
じ
毎
日
系
『
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
』
に
事

実
上
吸
収
さ
れ
る
格
好
で
『
東
日
』
の
刊
行
は
終
了
し
た
。

つ
ま
り
戦
後
の
『
東
日
』
は
ご
く
短
命
の
娯
楽
媒
体
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
だ
が
、
高
田
が
執
筆
を
任
さ
れ
た
「
ブ
ラ
リ
ひ
ょ

う
た
ん
」
は
一
面
の
看
板
コ
ラ
ム
と
し
て
、
全
国
紙
の
「
天
声

人
語
」（『
朝
日
』）
や
「
余
禄
」（『
毎
日
』）、「
編
集
手
帳
」（『
読

売
』）
に
負
け
な
い
足
跡
を
戦
後
史
に
刻
ん
だ
の
だ
っ
た
。

媒
体
の
性
格
上
、
世
論
へ
の
影
響
力
は
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

筆
者
の
深
い
眼
差
し
が
あ
る
種
の
文
学
性
に
ま
で
昇
華
さ
れ
た

『
東
京
日
日
新
聞
』
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
創
刊
、『
毎
日

新
聞
』
の
前
身
と
な
っ
た
日
刊
紙
だ
。
高
田
保
は
昭
和
八
（
一

九
三
三
）
年
、
有
望
な
若
手
作
家
の
ひ
と
り
と
し
て
大
宅
壮
一

や
木
村
毅
ら
と
と
も
に
学
芸
部
の
「
社
友
」（
一
種
の
契
約
記
者
）

と
な
り
、
軽
妙
な
雑
文
を
数
年
間
、
同
紙
に
執
筆
し
た
。

名
コ
ラ
ム
誕
生

こ
の
『
東
日
』
が
『
大
阪
日
日
』
と
統
合
し
、
現
在
の
『
毎

日
新
聞
』
に
名
前
を
変
え
た
の
は
戦
時
下
の
昭
和
十
八
年
。
そ

し
て
終
戦
か
ら
三
年
後
に
『
東
京
日
日
』
と
い
う
〝
昔
の
名
〞

で
系
列
夕
刊
紙
を
出
し
た
の
は
、
深
刻
な
紙
不
足
の
な
か
、
政

府
か
ら
新
聞
用
紙
の
割
り
当
て
を
受
け
る
の
に
、
新
興
紙
の
創

�

下

〝
大
磯
の
一
茶
〟 

と
呼
ば
れ
た
文
筆
家

─
町
民
は
宰
相
も
、 

そ
の
天
敵
も
敬
愛
し
た
─

昭
和
二
十
年
代
を
歩
く


